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は
じ
め
に

　
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
（
図
１
左
）
に
代
表
さ

れ
る
ハ
ダ
ニ
は
果
樹
や
野
菜
、
花
卉
な

ど
の
重
要
害
虫
で
す
。
農
薬
の
み
に
頼

っ
た
防
除
は
難
し
い
た
め
、
捕
食
性
天

敵
で
あ
る
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を
利
用
し
た
防

除
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果

を
さ
ら
に
高
め
る
に
は
、
両
者
の
関
係

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
鍵
を
握
る
「
ハ

ダ
ニ
の
糸
」
に
絡
ん
だ
話
を
紹
介
し
ま

す
。

鍵
を
握
る
「
糸
」

　
ハ
ダ
ニ
は
実
は
ク
モ
に
近
い
生
き
物

で
、
歩
く
際
に
糸
を
出
し
ま
す
。
ハ
ダ

ニ
に
と
っ
て
こ
の
糸
は
結
構
重
要
で
、

例
え
ば
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
は
こ
の
糸
で
葉
裏

に
巣
網
を
作
り
、
集
団
で
生
活
し
ま
す
。

無
数
の
糸
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
巣
網
内

部
は
迷
宮
の
よ
う
に
複
雑
で
、
天
敵
か

ら
身
を
守
る
シ
ェ
ル
タ
ー
に
も
な
り
ま

す
。
実
際
、
フ
ツ
ウ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
や
ク

ク
メ
リ
ス
カ
ブ
リ
ダ
ニ
な
ど
多
く
の
カ

ブ
リ
ダ
ニ
は
巣
網
内
で
迷
っ
た
り
、
糸

に
絡
ま
っ
た
り
し
て
、
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
を

う
ま
く
捕
ら

え
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

秘
技「
糸
切
り
の
術
」

　
と
こ
ろ
が
、
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
有
力
天

敵
と
し
て
知
ら
れ
る
ケ
ナ
ガ
カ
ブ
リ
ダ

ニ
や
チ
リ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
は
、
巣
網
内
を

自
由
自
在
に
移
動
し
て
、
巣
網
内
に
隠

れ
る
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
を
食
べ
尽
く
し
て
し

ま
い
ま
す
（
図
１
右
）
。
彼
ら
が
巣
網

の
影
響
を
受
け
な
い
理
由
は
長
い
間
謎

で
し
た
が
、
私
た
ち
が
行
っ
た
行
動
解

析
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

ハ
サ
ミ
に
似
た
器
官
（
鋏
角
：
き
ょ
う

か
く
）
で
多
数
の
糸
を
切
る
こ
と
で
、

糸
の
影
響
を
受
け
ず
に
巣
網
内
を
自
由

に
移
動
で
き
る
の
で
す
（
図
２
）
。
一
方
、

巣
網
の
影
響
を
受
け
や
す
い
前
述
の
フ

ツ
ウ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
や
ク
ク
メ
リ
ス
カ
ブ

リ
ダ
ニ
で
は
、
糸
切
り
行
動
は
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
（
図
３
）
。

糸
を
切
る
能
力
が
高
く
、
シ
ェ
ル
タ
ー

（
巣
網
）
を
無
力
化
で
き
る
カ
ブ
リ
ダ

ニ
が
、
ハ
ダ
ニ
の
天
敵
と
し
て
有
望
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
巣
網
の
構
造
は
ハ
ダ
ニ
の
種
類
に
よ

っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
カ
ブ
リ
ダ
ニ
の
糸
切
り
行
動
が
、

異
な
る
巣
網
に
対
し
て
ど
の
程
度
有
効

な
の
か
に
つ
い
て
比
較
調
査
し
、
カ
ブ

リ
ダ
ニ
の
有
効
な
利
用
技
術
を
開
発
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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図1 （左）巣網内のナミハダニ（白い部分は被害部位）
 （右）ナミハダニを食べる天敵ケナガカブリダニ

図2 （左）ケナガカブリダニの糸切り行動
 （右）糸切り行動で巣網上に開けられた穴（矢印）

図3 カブリダニ4種の巣網内における糸切り行動の違い



特　集

は
じ
め
に

　
近
年
、
土
壌
に
蓄
積
し
た
肥
料
成
分
を

有
効
利
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
土
壌

診
断
を
行
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
土

壌
診
断
項
目
の
う
ち
、
pH
や
Ｅ
Ｃ
、
水
溶

性
成
分
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
農
家
が
自

ら
測
定
で
き
る
簡
易
キ
ッ
ト
も
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
可
給
態
窒
素
は
土
壌
の
窒
素
肥
沃
度
、

い
わ
ゆ
る
地
力
窒
素
の
指
標
と
し
て
重
要

な
診
断
項
目
で
す
が
、
測
定
に
は
１
ヶ
月

間
必
要
で
、
操
作
も
煩
雑
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
簡
易
推
定
法
が
提
案
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
測
定
に
振
と
う
機
や

分
光
光
度
計
な
ど
の
分
析
機
器
が
必
要
で

あ
っ
た
り
、
適
用
で
き
な
い
土
壌
の
種
類

が
あ
る
等
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
土
壌
分
析
機
関
で
は
可
給
態

窒
素
が
分
析
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
、
農
家
は
畑
の
窒
素
肥
沃
度
を

知
り
た
く
て
も
、
依
頼
で
き
る
分
析
機
関

を
探
す
こ
と
さ
え
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現

状
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
土
壌
の
種
類
の
違
い
や
、
堆

肥
を
連
用
し
た
土
壌
に
も
適
用
で
き
、
さ

ら
に
、
農
家
自
ら
で
も
簡
易
に
操
作
で
き

る
可
給
態
窒
素
の
簡
易
判
定
法
を
開
発
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

測
定
方
法
の
原
理

　
開
発
し
た
可
給
態
窒
素
の
簡
易
判
定
法
は
、

畑
土
壌
を
80
℃
の
湯
で
16
時
間
抽
出
し
、

抽
出
さ
れ
た
有
機
物
量
か
ら
可
給
態
窒
素

量
を
推
定
す
る
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
で
抽
出
さ
れ
る
有
機
物
の

Ｃ
／
Ｎ
比
は
、
土
壌
の
種
類
や
堆
肥
の
施
用

履
歴
に
影
響
さ
れ
ず
9
の
一
定
値
で
あ
る

た
め
、
抽
出
有
機
物
量
は
有
機
態
窒
素
量

と
有
機
態
炭
素
量
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）
の
い
ず
れ

で
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

生
産
者
が
こ
れ
ら
を
測
定
す
る
の
は
困
難

で
す
。
そ
こ
で
抽
出
液
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
と
化
学

的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
に
非
常
に
高

い
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
Ｃ

Ｏ
Ｄ
簡
易
測
定
キ
ッ
ト
で
抽
出
有
機
物
量

を
判
定
し
、
そ
の
判
定
値
か
ら
可
給
態
窒

素
を
推
定
す
る
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
（
図

１
）
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
簡
易
測
定
キ
ッ
ト
は
、
小

学
校
の
環
境
学
習
に
も
使
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
市
販
さ
れ
て
お
り
、
取
り
扱
い
も

簡
単
で
す
。

　
ま
た
、
通
常
、
土
壌
分
析
に
は
風
乾
土

を
用
い
ま
す
が
、
こ
の
抽
出
法
は
生
土
で

も
風
乾
土
と
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、

土
壌
採
取
か
ら
可
給
態
窒
素
の
判
定
ま
で

2
日
間
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

測
定
に
必
要
な
道
具

　
家
庭
で
測
定
す
る
た
め
に
は
、
80
℃
で

保
温
で
き
る
電
気
保
温
ポ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

分
析
機
関
で
は
通
風
乾
燥
機
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
一
度
に
多
く
の
試
料
を
測
定
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、最
小
表
示

0
・
1
ｇ
の
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
が
必
要
と

な
り
、初
期
投
資
は
一
七
、〇
〇
〇
円
程
に
な

り
ま
す
。
分
析
コ
ス
ト
は
、
土
壌
１
点
あ

た
り
一
四
五
円
程
度
で
す
（
図
2
）
。
こ

の
よ
う
に
家
庭
で
調
達
可
能
な
物
品
で
実

施
で
き
、
測
定
機
器
や
毒
・
劇
物
薬
品
を

使
用
せ
ず
、
廃
液
処
理
等
の
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

測
定
方
法

  

抽
出
時
間
に
設
定
し
た
16
時
間
は
夕
方
17

時
〜
翌
朝
9
時
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
抽

出
有
機
物
量
は
温
度
と
時
間
で
変
化
し
ま

す
の
で
、こ
れ
ら
は
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資源循環・溶脱低減研究チーム　上薗　一郎

農家ができる畑土壌可給態窒素の簡易判定法
　80℃16時間水抽出とCOD簡易測定キットによる測定



　
一
連
の
測
定
手
順
と
計
算
方
法
を
図
3

に
示
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
事
前
に
市
販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
を
80
℃
に
し
て
お
き
ま
す
。
こ
の

と
き
、
念
の
た
め
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
が
0
で
あ
る
こ
と
を
Ｃ
Ｏ
Ｄ

簡
易
測
定
キ
ッ
ト
で
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　
測
定
す
る
畑
土
壌
を
生
土
の
場
合
4
ｇ
、

風
乾
土
の
場
合
3
ｇ
容
器
に
測
り
入
れ
、

80
℃
の
湯
を
50
�
注
い
で
し
っ
か
り
フ
タ

を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
激
し
く
攪
拌
し
て
、

チ
ャ
ッ
ク
付
き
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ポ

ッ
ト
の
中
に
沈
め
、
80
℃
で
16
時
間
保
温

し
ま
す
。
4

の
電
気
保
温
ポ
ッ
ト
な
ら

10
本
程
度
入
り
ま
す
。

　
翌
日
、
ポ
ッ
ト
内
か
ら
取
り
出
し
2
時

間
冷
ま
し
ま
す
。
室
温
ま
で
冷
め
た
ら
、

濁
り
を
除
く
た
め
に
食
塩
を
約
0
・
3
ｇ

入
れ
、
手
で
よ
く
振
り
混
ぜ
た
後
ろ
過
し
、

別
の
容
器
を
用
い
て
抽
出
液
を
5
倍
に
希

釈
し
ま
す
。
次
に
Ｃ
Ｏ
Ｄ
簡
易
測
定
キ
ッ

ト
の
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値

を
測
定
し
ま
す
。

　
色
の
判
定
に
は
少
々
慣
れ
が
必
要
で
す
が
、

操
作
が
簡
単
な
の
で
、
農
家
自
ら
が
測
定

し
地
力
窒
素
を
実
感
で
き
ま
す
。

注
意
点

　
こ
の
簡
易
判
定
法
は
、
畑

土
壌
を
対
象
と
し
て
開
発
し

た
方
法
で
す
。
こ
の
た
め
、

水
田
土
壌
で
は
推
定
精
度
が

劣
り
ま
す
。

　
可
給
態
窒
素
量
は
窒
素
施

肥
量
を
加
減
す
る
た
め
の
有

効
な
指
標
と
な
り
ま
す
が
、

地
域
や
作
物
、
作
型
等
、
栽

培
条
件
に
よ
っ
て
、
そ
の
加

減
程
度
は
異
な
り
ま
す
。 

図2　測定に必要な道具と費用
図1 簡易測定法によるCOD測定値
 と可給態窒素量関係

図3　可給態窒素簡易判定法の操作手順と計算方法

④80℃で16時間加熱（夕方17:00～翌朝9:00）
⑤土壌分析機関では通風乾燥機を利用する

← ← ←

←←

③80℃の湯を
　50mL注油

　②秤量
（生土は4.0g）

①畑土壌の採取

1
 

日
 

目

2
 

日
 

目

⑥2時間放冷する⑦塩0.3gを加えてろ過
 5倍希釈して検水とする

⑧COD簡易測定キットの取り扱い説明書に
　したがって測定する （⑨色判定）

※乾土当たりに換算する場合は
　別途、乾土率を求める。

可給態窒素含量
（mg/100g）

＝測定値×希釈倍率
  ×（100/土壌の重さ）
  ×（水の量/1000）
  ×0.034
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市
民
講
座
開
講
中

 

地
域
の
方
々
に
中
央
農

研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分

野
の
話
題
を
中
心
に
お
話

す
る
市
民
講
座
を
毎
月
、

第
２
土
曜
日（
9
時
30
分

〜
10
時
30
分
）に
食
と
農

の
科
学
館
で
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
33
回
6
月
12
日（
土
）

      

農
林
地
資
源
を
活
か
す
牛
の
放
牧

第
34
回
7
月
10
日（
土
）

　
　
水
田
を
活
か
す
地
下
水
位
制
御
技
術

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
　
　

F
A
X
　
0
2
9
│

8
3
8
│

8
5
7
4

第
9
回
つ
く
ば
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

　
平
成
22
年
1
月
22
・
23
日
に
、筑
波
大
学
に
お
い
て
、

第
9
回
T
X
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
i
n
つ
く
ば

2
0
1
0
が
開
催
さ
れ
、大
学
・
独
法
な
ど
公
的
機
関

や
民
間
企
業
の
研
究
部
門
関
係
者
を
中
心
に
、高
校
生

ま
で
含
め
て
約
8
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、盛
況
で
し

た
。

　
こ
の
催
し
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
江
崎
玲
於
奈
博

士
を
会
長
と
す
る
つ
く
ば（
財
）サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

が
主
催
、茨
城
県
・
つ
く
ば
市
他
の
多
数
機
関
が
共
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、つ
く
ば
に
多
数
結
集
す
る
研
究
者
・

技
術
者
の
交
流
と
研
究
成
果
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
中
央
農
研
は
、研
究
成
果
６
点
を
ポ
ス
タ

ー
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、1
0
0
名
以
上
の
ポ
ス
タ

ー
発
表
担
当
者
が
全
員
一
人
1
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
成
果
の
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
イ
ン
デ
ク
シ
ン
グ

が
行
わ
れ
、中
央
農
研
の
岩
田
洋
佳
主
任
研
究
員
が「
作

物
の
形
の
改
良
に
向
け
て
：
計
る
、遺
伝
子
を
探
る
、予

測
す
る
」
と
い
う
内
容
で
ベ
ス
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
研
機
構
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
農
研
機
構
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
水
田
農
業
の
新
た
な
展

開
と
技
術
」
を
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
と
の
共
催

で
3
月
15
日（
月
）に
東
京
都
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、行
政
、普
及
、研
究

機
関
な
ど
か
ら
4
3
6
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
経
営
面
、技
術
面
か
ら
現
状
を
解
析
す
る
講

演
「
転
換
点
に
立
つ
水
田
農
業
の
現
状
と
技
術
の
役
割
」

と
「
新
た
な
水
田

農
業
の
展
開
に

資
す
る
技
術
の

特
徴
」が
行
わ
れ
、

続
い
て
、生
産
者

が
水
稲
の
不
耕

起
乾
田
直
播
、耕

う
ん
同
時
畦
立

て
栽
培
、F
O
E

A
S
な
ど
の
新

し
い
技
術
の
導

入
効
果
や
問
題

点
な
ど
、実
際
の

体
験
を
報
告
し

ま
し
た
。
そ
の
後

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、新
技
術
の
定
着
に
は

フ
ェ
ー
ス
ト
ゥ
フ
ェ
ー
ス
で
開
発
者
が
生
産
者
に
技
術
を

伝
え
て
い
く
課
程
や
生
じ
た
問
題
点
を
現
場
の
状
況
に

合
わ
せ
て
解
決
し
て
い
く
工
夫
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
と
あ
わ
せ
て
ポ
ス
タ
ー
展
示

も
行
い
、水
田
農
業
に
有
効
な
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
開

発
者
が
紹
介
し
ま
し
た
。こ
こ
で
も
参
加
者
と
技
術
の

開
発
者
の
間
で
熱
心
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。


